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目　　的 

　国内のブロイラーは，殆どが海外の育種会社由

来の銘柄である。ブロイラーの生産安定化を図る

ためには，その改良状況を把握し，飼養管理技術

の改善に結びつけ，能力を最大限発揮させること

が重要と言える。

　本年度は，家畜改良増殖目標の改訂年であるが，

一方で徳島県の畜産研究所では，1977年から，同

様の場所及び飼育方法で「ブロイラー産肉能力に

関する試験」１０） を実施している。

　そこで，今回は，過去30数年間の試験結果を取

りまとめ，試験開始時から常時供試してきたブロ

イラー銘柄について，改良状況を考察した。

方　　法

　対象とする銘柄は，試験開始時の1977年から

直近の2009年にかけて，常時供試してきた唯一

の銘柄であるチャンキー種とした。

　取りまとめる項目は，体重，飼料要求率，腹腔

内脂肪率（対と体重量），可食内臓（心臓，筋胃，

肝臓）歩留（〃），胸肉及び腿肉の歩留（〃），胸

肉及び腿肉の産出比率，正肉歩留，胸肉と腿肉の

重量とした。各項目は，７週齢及び８週齢時の雌

雄平均値を時系列で取りまとめ，特に，体重，飼

料要求率，腹腔内脂肪率，可食内臓歩留，正肉歩

留，胸肉及び腿肉の歩留については，年（ｘ）に

対する項目（ｙ）の直線回帰式を算出した。また，

体重と他項目の相関係数を算出し，関連性を検討
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　８週齢体重は，1977から2009年で約1.8倍増加した。また，８週齢飼料要求率は，同期間で最大

約0.5減少した。発育体重は1990年頃までに大きく増加し，次いで飼料要求率は1990年代で大き

く減少した。一方，７週齢体重は，1983から2009年で約1.4倍増加した。また，７週齢飼料要求率

は，同期間で最大約0.5低下した。

　腹腔内脂肪率は，８週齢と７週齢ともに減少傾向で推移した。また，８週齢及び７週齢の心臓歩

留並びに８週齢の筋胃歩留は，減少傾向で推移した。さらに，肝臓歩留は，心臓及び筋胃歩留と

比較して年別のバラツキが大きく，微増傾向で推移した。

　８週齢胸肉歩留は，増加傾向で推移し，ほぼ横這いで推移した腿肉歩留と比較して，近年で同

等となった。さらに，８週齢正肉歩留も，胸肉歩留の増加に伴い，増加傾向で推移した。

　飼料要求率，腹腔内脂肪率は，発育体重との間に負の相関が認められた。また，正肉歩留，胸

肉歩留，胸肉及び腿肉の重量は，発育体重との間に正の相関が認められた。しかし，心臓，筋胃，

肝臓及び腿肉の歩留は，発育体重との間の相関が低かった。

　７週齢は，８週齢と比較して，発育体重が軽く，正肉歩留が概ね低い傾向にあった。また，飼料

要求率が低く，腹腔内脂肪率が概ね低い傾向にあった。さらに，筋胃歩留が概ね高い傾向にあっ

た。一方で，胸肉と腿肉の産出割合が同等であった。

　発育体重は，約10年周期で急増と微増減を繰り返す傾向があり，2008から2009年の増加幅が

極めて高かったことから，今まさに急増していると考えられた。一方，得られた直線回帰式によ

り，10年後の７週齢体重や出荷週齢が推定できた。
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した。ただし，当該試験は，ブロイラーの能力向

上等に応じて，調査項目を改変してきた経緯もあ

り，今回取りまとめた項目の全てが同一期間では

ない。このことについては，本報の付表等を参考

にしていただきたい。

　なお，各年の飼育期間は，1977から1980年が

70日間，1981から1988年が63日間，1989から

2009年が56日間であった。また，飼育方式及び

羽数は，開放鶏舎における雌雄各50羽の別飼（平

飼い）であった。その他の詳細については，過去

の各報告１０）に記載してあるため，省略させていた

だきたい。

結　　　果

�　発育体重

　発育体重の推移は，図１，図２及び付表のとお

りである。

　８週齢体重は，1977から2009年の間，毎年，

344ｇ以内の増加と138ｇ以内の減少を繰り返し

ながら，約1.8倍（1,692g）増加した。最小値は

1,985ｇ（1977年），最大値は3,677ｇ（2009年）

であった。年（ｘ）に対する体重（ｙ）の直線回

帰式は，1977から2009年がｙ＝42.0ｘ+2330.4

（R2=0.80）に対して，1977から1989年がｙ＝

79.6ｘ+2034.2（R2=0.81），1990から1999年が

ｙ＝33.9ｘ+2635.4（R2=0.58），2000から2009

年がｙ＝13.4ｘ+2997.8（R2=0.07）となった。

　なお，1983から2009年はｙ＝30.9ｘ+2730

（R2=0.71），1983か ら1989年 は ｙ ＝30.2ｘ

+2619.5（R2=0.20）となった。

　また，７週齢体重は，1983から2009年の間，毎

年，403ｇ以内の増加と192ｇ以内の減少を繰り

返しながら，約1.4倍（884g）増加した。最小値

は2,117ｇ（1987年），最大値は3,169ｇ（2009年）

であった。年（ｘ）に対する体重（ｙ）の直線回

帰式は，1983から2009年がｙ＝28.8ｘ+2286

（R2=0.72）に対して，1983から1989年がｙ＝

15.5ｘ+2236.5（R2=0.06），1990から1999年が

ｙ＝24.7ｘ+2421.1（R2=0.52），2000から2009

年がｙ＝16.9ｘ+2510.3（R2=0.10）となった。

　一方，８週齢体重は，1983から2009年の間，７

週齢体重と比較して，平均472ｇ重かった。最小

差は391ｇ（1984年），最大差は580g（2000年）

であった。

�　飼料要求率

図２－１．７週齢体重の推移

図１－２．８週齢体重の年代別推移

図１－１．８週齢体重の推移
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　飼料要求率の推移は，図３，図４及び付表のと

おりである。

　８週齢飼料要求率は，1977から2009年の間，

毎年，0.15以内の増加と0.19以内の減少を繰り返

しながら，約0.5減少した。最小値は1.85（2002

年），最大値は2.36（1979年）であった。年（ｘ）

に対する飼料要求率（ｙ）の直線回帰式は，1977

から2009年がｙ＝-0.015ｘ+2.306（R2=0.79）に

対して，1977から1989年がｙ＝-0.001ｘ+2.234

（R2=0.001），1990か ら1999年 が ｙ ＝-0.03ｘ

+2.528（R2=0.89），2000か ら2009年 が ｙ ＝

0.001ｘ+1.889（R2=0.007）となった。

　なお，1983から2009年はｙ＝-0.017ｘ+2.269

（R2=0.83），1983か ら1989年 は ｙ ＝0.003ｘ

+2.231（R2=0.01）となった。

　また，７週齢飼料要求率は，1983から2009年の

間，毎年，0.12以内の増加と0.08以内の減少を繰

り返しながら，約0.5減少した。最小値は1.73

（2002年），最大値は2.22（1985年）であった。

年（ｘ）に対する飼料要求率（ｙ）の直線回帰式

は，1983か ら2009年 が ｙ ＝-0.017ｘ+2.141

（R2=0.81）に対して，1983から1989年がｙ＝

0.014ｘ+2.073（R2=0.16），1990から1999年が

ｙ＝-0.026ｘ+2.211（R2=0.89），2000から2009

年がｙ＝-0.001ｘ+1.795（R2=0.003）となった。

　一方，７週齢飼料要求率は，1983から2009年の

間，８週齢飼料要求率と比較して，平均0.13低

図２－２．７週齢体重の年代別推移 図３－１．８週齢飼料要求率の推移

図３－２．８週齢飼料要求率の年代別推移

図４－１．７週齢飼料要求率の推移

図４－２．７週齢飼料要求率の年代別推移
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かった。最小差は0.10（1985から1988，2000及

び2005年），最大差は0.17（1995年）であった。

�　腹腔内脂肪率

　腹腔内脂肪率の推移は，図５，図６及び付表のと

おりである。

　８週齢腹腔内脂肪率は，1983から2009年の間，

毎年，0.9％以内の増減を繰り返しながら，減少傾

向で推移した。最小値は2.5％（2003，2007及び

2009年），最大値は4.0％（1993年）であった。年

（ｘ）に対する腹腔内脂肪率（ｙ）の直線回帰式

は，1983か ら2009年 が ｙ ＝-0.04ｘ+3.74

（R2=0.47）に対して，1983から1989年がｙ＝

0.12ｘ+3.17(R2=0.18)，1990から1999年がｙ＝

0.007ｘ+3.34(R2=0.008)，2000から2009年がｙ

＝-0.03ｘ+3.36(R2=0.08)となった。

　また，７週齢腹腔内脂肪率は，2001から2009年

の間，毎年，0.8％以内の増減を繰り返しながら，

概ね減少傾向で推移した。最小値は2.2％（2006，

2009年），最大値は3.0％（2001，2005年）であっ

た。年（ｘ）に対する腹腔内脂肪率（ｙ）の直線

回帰式は，ｙ＝-0.05ｘ+2.70(R2=0.17)となった。

　一方，７週齢腹腔内脂肪率は，2001から2009年

の間，８週齢腹腔内脂肪率と比較して概ね低い傾

向にあった（平均0.3％）。最大差は，0.5％（2005

年）であった。ただし，2001及び2007年は，差

がなかった。

�　心臓歩留

　心臓歩留の推移は，図７，図８及び付表のとお

りである。

　８週齢心臓歩留は，1994から2009年の間，毎

年，0.1％以内の増減を繰り返しながら，減少傾向

で推移し，年（ｘ）に対する心臓歩留（ｙ）の直

線回帰式が，ｙ＝-0.01ｘ+0.52（R2=0.67）となっ

た。最小値は0.3％（2007から2009年），最大値

は0.5％（1995から1999年）であった。

　また，７週齢心臓歩留は，2001から2009年の間，

2007及び2008年が0.3％，2001から2006及び

2009年が0.4％で推移した。ただし，年（ｘ）に

対する心臓歩留（ｙ）の直線回帰式は，ｙ＝-0.008

ｘ+0.42（R2=0.27）となった。

　一方，７週齢と８週齢の心臓歩留は，2001から

2009年の間，概ね同等であった。ただし，2009

年は，７週齢心臓歩留が，８週齢心臓歩留と比較し

て，0.1％高かった。

�　筋胃歩留
図５－１．８週齢腹腔内脂肪率の推移

図５－２．８週齢腹腔内脂肪率の年代別推移

図６．７週齢腹腔内脂肪率の推移
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　筋胃歩留の推移は，図９，図10及び付表のとお

りである。

　８週齢筋胃歩留は，1994から2009年の間，毎

年，0.2％以内の増減を繰り返しながら，減少傾向

で推移した。最小値は1.1％（2005，2009年），最

大値は1.3％（1994から2000，2003及び2008年）

であった。年（ｘ）に対する筋胃歩留（ｙ）の直

線回帰式は，ｙ＝-0.01ｘ+1.33(R2=0.44)となっ

た。

　また，７週齢筋胃歩留は，2001から2002年にか

けて0.1％増加したが，以降から2009年の間，横

這いで推移した。年（ｘ）に対する筋胃歩留（ｙ）

の直線回帰式は，ｙ＝0.01ｘ+1.26(R2=0.3)と

なった。

　一方，７週齢筋胃歩留は，2001から2009年の間，

８週齢筋胃歩留と比較して概ね高い傾向にあった

（平均0.1％）。最大差は，0.2％（2005，2009年）

であった。ただし，2001，2003及び2008年は，

差がなかった。

�　肝臓歩留

　肝臓歩留の推移は，図11，図12及び付表のとお

りである。

　８週齢肝臓歩留は，1994から2009年の間，毎

年，0.5％以内の増減を繰り返しながら推移し，年

（ｘ）に対する肝臓歩留（ｙ）の直線回帰式が，

ｙ＝0.01ｘ+1.95（R2=0.03）となった。最小値は

1.7％（1995，1997年），最大値は2.5％（2005

年）であった。

　また，７週齢肝臓歩留は，2001から2009年の間，

毎年，0.3％以内の増減を繰り返しながら推移し，

年（ｘ）に対する肝臓歩留（ｙ）の直線回帰式が，

ｙ＝0.01ｘ+2.20（R2=0.03）となった。最小値は

2.0％（2001年），最大値は2.4％（2004，2007

年）であった。

　一方，８週齢と７週齢の差は，一定の傾向が認め

られなかった。

図７．８週齢心臓歩留の推移

図８．７週齢心臓歩留の推移

図９．８週齢筋胃歩留の推移

図１０．７週齢筋胃歩留の推移
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�　胸肉及び腿肉歩留

　胸肉及び腿肉歩留の推移は，図13，図14及び付

表のとおりである。

　まず，８週齢胸肉歩留は，1983から2009年の間，

毎年，2.4％以内の増減を繰り返しながら，増加傾

向で推移した。最小値は15.3％（1989年），最大

値は20.7％（2007年）であった。年（ｘ）に対す

る胸肉歩留（ｙ）の直線回帰式は，ｙ＝0.15ｘ

+16.0（R2=0.55）となった。

　また，８週齢腿肉歩留は，1983から2009年の間，

毎年，2.0％以内の増減を繰り返しながら，８週齢

胸肉歩留と比較して，概ね横這いで推移した。最

小値は19.3％（1991年），最大値は22.8％（1984

年）であった。年（ｘ）に対する腿肉歩留（ｙ）

の直線回帰式は，ｙ＝-0.01ｘ+21.0(R2=0.002)と

なった。

　次に，７週齢胸肉歩留は，2001から2009年の間，

毎年，1.2％以内の増減を繰り返しながら推移し，

年（ｘ）に対する胸肉歩留（ｙ）の直線回帰式が，

ｙ＝0.003ｘ+19.0(R2=0.0003)となった。最小値

は17.9％（2005年），最大値は19.6％（2003年）

であった。

　また，７週齢腿肉歩留は，2001から2009年の間，

毎年，1.6％以内の増減を繰り返しながら推移し，

年（ｘ）に対する腿肉歩留（ｙ）の直線回帰式が，

ｙ＝-0.02ｘ+20.7(R2=0.01)となった。最小値は

19.4％（2006年），最大値は21.2％（2002年）で

あった。

　一方，８週齢の胸肉歩留は，2001から2009年の

間，2003から2006年を除く年で，７週齢の胸肉歩

留よりも高かった（平均0.4％高，最大差1.4％：

2007年）。

　また，８週齢の腿肉歩留は，2001から2009年の

間，2005及び2007年を除く年で，７週齢の腿肉歩

留よりも高かった（平均0.5％高，最大差1.8％：

2006，2009年）。

�　胸肉：腿肉の産出比率

図１１．８週齢肝臓歩留の推移

図１２．７週齢肝臓歩留の推移

図14．７週齢胸肉及び腿肉歩留の推移

図13．８週齢胸肉及び腿肉歩留の推移
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　胸肉：腿肉の産出比率の推移は，表１のとおり

である。

　８週齢の産出比率は，2001から2009年の間，

45：55（2004年）から50：50（2007年）の範

囲で推移し，平均が48：52となった。

　また，７週齢の産出比率は，2001から2009年の

間，46：54（2005年）から50：50（2006年）

の範囲で推移し，平均が８週齢同様，48：52と

なった。

�　正肉歩留

　正肉歩留は，図15及び付表のとおりである。

　８週齢正肉歩留は，2001から2009年の間，毎

年，3.2％以内の増減を繰り返しながら推移し，年

（ｘ）に対する正肉歩留（ｙ）の直線回帰式が，

ｙ＝0.28ｘ+43.2（R2=0.25）となった。最小値は

41.9％（2005年），最大値は47.4％（2009年）で

あった。

　また，７週齢正肉歩留は，2001から2009年の間，

毎年，1.8％以内の増減を繰り返しながら推移し，

年（ｘ）に対する正肉歩留（ｙ）の直線回帰式が，

ｙ＝0.003ｘ+43.5（R2=0.0001）となった。最小

値は42.3％（2005年），最大値は44.4％（2002年）

であった。

　一方，８週齢の正肉歩留は，2001から2009年の

間，2004及び2005年を除く年で，７週齢の正肉歩

留よりも高かった（平均1.1％高，最大差3.2％：

2009年）。

�　胸肉及び腿肉重量

　胸肉及び腿肉重量の推移は，図16及び付表のと

おりである。

　８週齢胸肉重量は，2001から2009年の間，毎

年，86ｇ以内の増加と73ｇ以内の減少を繰り返

しながら推移した。最小値は539ｇ（2004年），

最大値は714ｇ（2009年）であった。

　また，７週齢胸肉重量は，2001から2009年の間，

毎年，72ｇ以内の増加と56ｇ以内の減少を繰り

返しながら推移した。最小値は452ｇ（2005年），

最大値は587ｇ（2009年）であった。

　一方，８週齢の胸肉重量は，2001から2009年の

間，７週齢の胸肉重量と比較して，平均97ｇ重

かった。最小差は53ｇ（2004年），最大差は137

ｇ（2002年）であった。

　８週齢腿肉重量は，2001から2009年の間，毎

年，120ｇ以内の増加と58ｇ以内の減少を繰り返

しながら推移した。最小値は608ｇ（2005年），

最大値は784ｇ（2009年）であった。

　また，７週齢腿肉重量は，2001から2009年の間，

毎年，69ｇ以内の増加と33ｇ以内の減少を繰り

返しながら推移した。最小値は498ｇ（2006年），

最大値は617ｇ（2009年）であった。

　一方，８週齢の腿肉重量は，2001から2009年の

間，７週齢の腿肉重量と比較して，平均113ｇ重

かった。最小差は78ｇ（2005年），最大差は167

表１．８週齢及び７週齢の胸肉：腿肉産出比率の推移
（単位：％）

平均'09'08'07'06'05'04'03'02'01部位週齢

48484950474745474948胸肉８週齢

52525150535355535152腿肉

48494748504647494848胸肉７週齢

52515352505453515252腿肉

図15．８週齢及び７週齢の正肉歩留の推移
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ｇ（2009年）であった。

�　体重と他の各項目の相関

　体重と他の各項目の相関係数（Ｒ）は，表２の

とおりである。

　飼料要求率と体重は，８週齢と７週齢ともに，高

い負の相関（p<0.01）が認められた。

　８週齢の腹腔内脂肪率と体重は，高い負の相関

（p<0.01）が認められた。７週齢の腹腔内脂肪率

と体重の相関は，低いながらも８週齢同様，負の

傾向にあった。

　心臓，筋胃及び肝臓の歩留と体重は，８週齢と７

週齢ともに，相関が低かった。

　正肉歩留と体重は，８週齢と７週齢ともに，高い

正の相関が認められた（特に，８週齢は，p<0.05）。

また，胸肉歩留と体重は，８週齢と７週齢ともに，

高い正の相関が認められた（特に，８週齢は，

p<0.01）。一方，腿肉歩留と体重は，８週齢と７週

齢ともに，相関が低かった。

　胸肉及び腿肉の重量と体重は，８週齢と７週齢

ともに，高い正の相関（p<0.01）が認められた。

考　　　　察

図16．８週齢及び７週齢の胸肉及び腿肉重量の推移

�　飼育マニュアル成績目標値との比較

　①発育体重について

　当該銘柄飼育マニュアル（以下，飼育マニュア

ルと略す。）１）３）４）５）の発育体重成績目標値は，８週

齢が1984年：2,500ｇ，1990年：2,820ｇ，1999

年：3,496ｇ，2009年：3,828ｇであり，７週齢が

1984年：2,085ｇ，1990年：2,370ｇ，1999年：

2,968ｇ，2009年：3,264ｇである。

　言い換えると，８週齢体重は，1984から1990年

で320ｇ（年平均53ｇ），1990から1999年で676

ｇ（年平均75ｇ），1999から2009年で332ｇ（年

平均33ｇ）増加している。

　また，７週齢体重は，1984から1990年で285ｇ

（年平均48ｇ），1990から1999年で598ｇ（年平

均66ｇ），1999から2009年で296ｇ（年平均30

ｇ）増加している。

　即ち，発育体重の年代別増加幅は，近年の10年

間（2000年代）よりも，1990年代以前の方が大

きい。

　ところで，本報の８週齢発育体重の年代別増加

幅は，得られた直線回帰式の傾きが，1977から

1989年：79.6（1983から1989年：30.2），1990

から1999年：33.9，1999から2009年：13.4であ

り，飼育マニュアルの成績目標値と比較して

「2000年代よりも，1990年代以前の方が大き

い」という点で一致した。

　また，７週齢発育体重の年代別増加幅も，８週齢

発育体重と同様な傾向が認められた。

表２．体重と他の各項目の相関係数（Ｒ）

 肝臓
歩留

筋胃
歩留

心臓
歩留

腹腔内
脂肪率

飼　料
要求率

週齢

－0.03－0.37－0.47－0.51※※－0.84※※8週齢

－0.47－0.35　0.14－0.14※※－0.89※※7週齢

腿肉
重量

胸肉
重量

腿肉
歩留

胸肉
歩留

正肉
歩留

週齢

0.93※※0.80※※－0.120.58※※0.67※8週齢

0.87※※0.94※※－0.030.64※※0.61※7週齢

有意差：※(P<0.05)，※※(P<0.01)
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　②飼料要求率について

　飼育マニュアルの飼料要求率成績目標値は，８

週齢が1984年：2.13，1990年：2.12，1999年：

1.94，2009年：2.039であり，７週齢が1984年：

2.00，1990年：1.97，1999年：1.82，2009年：

1.895である。

　言い換えると，８週齢飼料要求率は，1984から

1990年で0.01，1990から1999年で0.18減少し，

1999から2009年で約0.1増加している。

　また，７週齢飼料要求率は，1984から1990年で

0.03，1990から1999年で0.15減少し，1999から

2009年で0.075増加している。

　即ち，飼料要求率の年代別減少幅は，1990年代

が最も大きい。

　ところで，本報の８週齢飼料要求率の減少幅は，

得られた直線回帰式の傾きが，1977から1989

年：－0.001（1983から1989年：0.003），1990

から1999年：－0.03，1999から2009年：0.001

であり，飼育マニュアルの成績目標値と比較して

「1990年代が最も大きい」という点で一致した。

　また，７週齢飼料要求率の減少幅も，８週齢飼料

要求率と同様な傾向が認められた。

�　発育体重と飼料要求率の推移状況の比較

　飼料要求率は，飼料の性質や温熱環境など様々

な飼育技術に関する要因が影響すると考えられる。

しかし，本報では，1977から2009年の推移状況

について，飼料要求率と発育体重との間に高い負

の相関が認められた。

　一方で，両者の違いは，年代別の推移状況で認

められた。即ち，８週齢発育体重の増加幅は，

1977から1989年が最も大きく，８週齢飼料要求

率の減少幅は，1990から1999年が最も大きかっ

た。言い換えると，先に発育体重が増加し，次い

で飼料要求率が減少した。

　ブロイラーは，飼育技術が伴わないと，改良さ

れた高い発育能力を発揮できないであろう。両者

の違いは，育種改良により高められた発育能力を

最大限発揮するための様々な飼育技術が，後々で

確立された結果かもしれない。このことは，飼育

マニュアル記載内容が徐々に充実していることか

らも推測できる。

�　腹腔内脂肪率及び可食内臓歩留の推移

　①腹腔内脂肪率について

　ブロイラー腹腔内脂肪蓄積の（発育体重増加の

割合を超えないような）制御は，飼料浪費抑制，

正肉生産量増進等の観点から重要である６）。

　今回，８週齢腹腔内脂肪率の年代別推移状況は，

得られた直線回帰式の傾きが，1983から1989

年：0.12，1990から1999年：0.007，1999から

2009年：-0.03であり，2000年代で減少傾向と

なった。また，発育体重との間には，高い負の相

関が認められた。

　さらに，７週齢腹腔内脂肪率も，減少傾向である

と同時に，発育体重との相関が負の傾向にあった。

　現在の当該銘柄は，1990年代以前のものと比

較して，腹腔内脂肪率が，育種改良と飼育技術の

適応により抑制されていると考えられる。

　②可食内臓（心臓，筋胃及び肝臓）歩留

　今回，心臓，筋胃及び肝臓歩留の推移は，発育

体重との間の相関が低かった。

　しかし，心臓歩留は，８週齢が減少傾向であった。

７週齢についても，直線回帰式が負の傾きであり，

少なくとも，発育体重に伴って大きくなっている

とは言えない。

　急速な発育に伴う心肺機能発達の遅れは，冬季

腹水症等の発生要因となることが知られてい

る２）１３）。一方で，鶏の心臓重量の比体重値は，

0.63とも言われている１１）。しかし，本報の2009年

心臓歩留（対と体重量）は，７週齢が0.34，8週齢

が0.33であり，極めて低い。

　次に，筋胃歩留は，８週齢が減少傾向であったも

のの，７週齢が概ね横這い（直線回帰式は，正の傾
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き）で推移しており，心臓歩留と比較して，推移

状況に若干の違いがある。

　筋胃は，収縮により飼料を磨砕するが，育成時

にグリッドを給与すると，発達が良くなるとも言

われている１２）。筋胃は，心臓と異なり，このよう

な飼育技術の貢献により，歩留の減少が，ある程

度抑制されているのかもしれない。

　一方，肝臓歩留は，心臓及び筋胃と異なり，８週

齢と７週齢ともに，直線回帰式が正の傾きを示し

た。

　肝臓は，脂質合成６），胆汁の生産，栄養物質の貯

蔵とその分解放出，代謝活動，有害物質の解毒等，

多様な機能を有する１１）。肝臓歩留と心臓及び筋胃

歩留の推移の違いは，発育能力向上に伴う代謝活

動増加の影響（負担）の違いが関与しているのか

もしれない。

　これら内臓は，今後更なる改良が進むであろう

増体性に併せて，代謝障害等疾病の発生を防止し，

最大限の能力を発揮できるよう，育種と飼育技術

の両面から検討しなければならない。

�　胸肉歩留，腿肉歩留及び正肉歩留

　国内における鶏肉流通は，正肉パーツによるも

のが主流である。そして本来，胸肉と腿肉は，バ

ランス良く販売・消費されることが望ましい。

　今回，８週齢の胸肉歩留は，1983から2009年の

間，顕著に増加した（直線回帰式の傾き：約0.15）。

また，８週齢の腿肉歩留は，同期間を横ばい傾向で

推移した。胸肉歩留と腿肉歩留の差は，1983年

で約５％（腿肉：22.7％，胸肉17.5％）あったが，

近年で同等となった。

　一方，８週齢の正肉及び胸肉歩留は，発育体重と

の間に高い正の相関が認められた。ただし，腿肉

歩留は，発育体重との相関が低かった。即ち，発

育体重は，腿肉と比較して胸肉の量により，羽毛，

血液，骨，内臓及び腹腔内脂肪等と比較して正肉

の量により，増加してきたと言える。

　ところで，欧米では，腿肉と比較して，胸肉の

方が好まれる９）。当該銘柄の高い胸肉歩留は，育

種改良が行われている欧米での，このような選好

に良く合っている。

　しかし，国内では，腿肉の方が好まれるため，

発育体重や正肉歩留を減少させることなく，腿肉

歩留の高い鶏を育種改良できれば申し分ないはず

である。ただし，このことについては，農林水産

省の鶏の改良増殖目標（平成22年７月）で示され

ているとおり，「困難」な現状である。

�　出荷適期についての検討

　実際の生産現場では，既に50日齢（７週齢）前

後での出荷が一般的であろうが，国内の鶏肉選好

を考慮すると，腿肉の産出割合が高い時期に出荷

することも検討しなければならない。

　しかしながら，本報では，2001から2009年の

間，胸肉：腿肉の産出比率が，７週齢と８週齢で同

等（48：52）であった。

　一方，７週齢は，８週齢と比較して，発育体重が

軽く，正肉歩留が概ね低い傾向にあった。また，

飼料要求率が低く，腹腔内脂肪率が概ね低い傾向

にあった。さらに，筋胃歩留が概ね高い傾向に

あった。

　飼料要求率は，近年の飼料等生産資材高騰を考

慮すると，当然，低い方が望ましい。

　しかし，出荷適期は，飼料と鶏肉（正肉）のキ

ロ単価（飼料：数十円，正肉：数百円）を比較す

れば，やはり正肉歩留の高い８週齢の方が望まし

いとも考えられる。

　なお，過去の報告１０）における１羽当たりの収益

性は，８週齢の方が，７週齢よりも高い。

　ところで，2003年頃のブロイラー胸肉の発達

に関する他の報告７）では，体重が，50日齢で♂：

3,500g以上，♀：約3,000g，57日齢で♂：4,000

ｇ以上，♀：3,500ｇ弱に対して，胸肉重量が，

50日齢で♂：約700ｇ，♀600ｇ弱，57日齢で♂：

800ｇ以上，♀：700ｇ弱と示されている。

　本報においても，胸肉重量は，８週齢の方が，７



－57－

徳島畜研報　�１０（２０１１）

週齢よりも約100ｇ重い。また，胸肉及び腿肉の

重量は，発育体重との間に，高い正の相関が認め

られた。

　では，腿肉及び胸肉は，単に大きければ良い

か？というとそうとも言えない。

　所謂，テーブルミートとしてのマーケティング

サイズは，少なくとも，鶏の大きさにあわせて大

きくならないであろう。また，近年，自動化が進

む食鳥処理加工施設の解体機器についても，不適

合なサイズの鶏を処理しようとすればロスが発生

するし，例えば，大型化した鶏にあわせて更新す

れば高額な費用を要することになる。

　さらに，出荷の早期化は，当然ながら，農場で

の鶏の斃死リスク軽減にも結びつく。

　このようなことを考慮すると，実際の生産現場

における７週齢前後（正肉歩留が高い方：８週齢

ではない）の出荷は，やむを得ず，妥当なのであ

ろう。

�　今後の増体性と出荷週齢の推定について

　まず，2008から2009年において発育体重の増

加幅が極めて高い点（８週齢：344ｇ，７週齢：316

ｇ）について着目したい。

　発育体重の対前年増加幅は，1990年代以降，約

10年周期で急増（1991から1992年は，８週齢：

296ｇ，７週齢：227ｇ，2000から2001年は，８

週齢：269ｇ，７週齢：403ｇ）と微増減を繰り返

す傾向がある。

　即ち，発育体重は，今まさに急増していると考

えられる。とすれば，次には，出荷週齢の更なる

早期化が考えられる。

　先述の改良増殖目標では，10年後の出荷日齢

（平均的な出荷体重：2,800ｇの到達日齢）を49

日齢と設定している。また，本県の平均的な出荷

体重は，食鳥流通統計の平成21年肉用若鶏生体の

年間出荷量から算出すると，約3,000ｇである。

　一方，７週齢体重は，本報の1983から2009年の

間の直線回帰式ｙ＝28.8ｘ+2286（R2=0.72）に当

てはめると，10年後の2019年で3,350ｇとなる。

この推定体重は，1990年代後半以降の本報８週

齢体重と概ね同等である。そして，同時期の７週

齢体重は2,632から3,169ｇである。これらのこ

とから，およそ10年後には，６週齢前後で十分な

産肉が得られるようになっているかもしれない。

ただし，このことについては，６週齢の正肉歩留等

を考慮して，検討する必要がある。

　以上のとおり，本報では，現在，世界中で飼育

されている当該銘柄の能力推移について，考察を

深めることができた。今回は，過去30数年間のブ

ロイラー改良動向の把握を目的としたため，試験

開始時から常時供試してきた唯一の当該銘柄を対

象としたが，駒井氏の著書８）でも紹介されている

とおり，当該試験では他銘柄の調査データも集積

しているため，機会があれば別の視点から取りま

とめてみたい。

　また，今後は，これらの知見をもとに，調査項

目の改善も図りながら，引き続き，主要銘柄の改

良動向を把握し，ブロイラーの飼養管理技術改善

及び生産安定化に結びつけたい。
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１０)－２７　藤本武・笠原猛・澤則之．徳島県立農林
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１０)－３０　藤本武・富久章子・澤則之．徳島県立農

林水産総合技術支援センター畜産研究所研究報
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１１）田先威和夫ら編著．新編養鶏ハンドブック．

第２章（西田隆雄：執筆・担当）38，65．株式

会社養賢堂．東京．1993．

１２）田先威和夫ら編著．新編養鶏ハンドブック．

第６章（田先威和夫，奥村純市：執筆・担当）

207-208．株式会社養賢堂．東京．1993．

１３）養鶏衛生ハンドブック．221-223．社団法人

全国家畜畜産物衛生指導協会．東京．1996．

付表１

腹腔内脂肪率（％）飼料要求率体重（ｇ）

週齢差前年差８Ｗ前年差７Ｗ週齢差前年差８Ｗ前年差７Ｗ週齢差前年差８Ｗ前年差７Ｗ年度

2.291,98577

－0.082.212832,26878

0.152.36－1032,16579

－0.192.171222,28780

－0.122.05290 2,57781

2.90.150.122.172.024121202,6972,28583

0.93.80.160.092.260.082.10391602,757812,36684

0.13.90.100.062.320.122.22429－1002,657－1382,22885

0.10－0.072.25－0.072.15445－952,562－1112,11787

3.20.10－0.032.22－0.032.124551772,7391672,28488

0.63.80.110.012.230.002.124731992,9381812,46589

－0.53.30.150.002.23－0.042.08432392,977802,54590

－0.13.20.15－0.082.15－0.082.00428－412,936－372,50891

0.03.20.13－0.102.05－0.081.924972963,2322272,73592

0.84.00.120.032.080.041.96511－233,209－372,69893

－0.43.60.12－0.032.05－0.031.93542543,263232,72194

－0.33.30.170.002.05－0.051.88446－663,197302,75195

0.23.50.12－0.061.99－0.011.874971353,332842,83596

－0.23.30.12－0.031.96－0.031.84451－983,234－522,78397

0.03.30.120.001.960.001.84532－73,227－882,69598

0.23.50.11－0.041.92－0.031.815611103,337812,77699

－0.62.90.100.031.950.041.85580－1253,212－1442,63200

0.00.13.03.00.12－0.061.89－0.081.774462693,4814033,03501

0.3－0.42.6－0.72.30.12－0.041.85－0.041.73516－1223,359－1922,84302

0.2－0.12.50.02.30.160.081.930.041.77440803,4391562,999 03

0.30.12.60.02.30.15－0.031.90－0.021.75428－1383,301－1262,87304

0.50.93.50.73.00.100.011.910.061.81461－1233,178－1562,71705

0.4－0.92.6－0.82.20.110.001.91－0.011.80461243,202242,74106

0.0－0.12.50.32.50.130.001.91－0.021.784621353,3371342,87507

0.40.22.7－0.22.30.120.001.910.011.79480－43,333－222,85308

0.3－0.22.5－0.12.20.140.011.92－0.011.785083443,6773163,16909

0.30.03.2－0.12.50.13－0.012.07－0.011.91472563,003352,674平均

0.50.94.00.73.00.170.152.360.122.225803443,6774033,169最大

0.0－0.92.5－0.82.20.10－0.191.85－0.081.73391－1381,985－1922,117最小

;
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付表２

肝臓歩留（％）筋胃歩留（％）心臓歩留（％）

週齢差前年差８Ｗ前年差７Ｗ週齢差前年差８Ｗ前年差７Ｗ週齢差前年差８Ｗ前年差７Ｗ年度

2.21.30.494

－0.51.70.01.30.10.595

0.52.20.01.30.00.596

－0.51.70.01.30.00.597

0.11.80.01.30.00.598

0.11.90.01.30.00.599

－0.11.80.01.3－0.10.400

0.20.42.22.00.0－0.11.21.20.00.00.40.401

－0.10.02.20.32.3－0.10.01.20.11.30.00.00.40.00.402

0.00.02.2－0.12.20.00.11.30.01.30.00.00.40.00.403

－0.4－0.22.00.22.4－0.1－0.11.20.01.30.00.00.40.00.404

0.20.52.5－0.12.3－0.2－0.11.10.01.30.00.00.40.00.405

－0.1－0.32.20.02.3－0.10.11.20.01.30.00.00.40.00.406

－0.6－0.41.80.12.4－0.10.01.20.0 1.30.0－0.10.3－0.10.307

0.00.32.1－0.32.10.00.11.30.01.30.00.00.30.00.308

－0.4－0.31.80.12.2－0.2－0.21.1 0.0 1.3 －0.1 0.0 0.30.1 0.409

－0.10.02.00.02.2－0.10.01.20.01.30.00.00.40.00.4平均

0.20.52.50.32.40.00.11.30.11.30.00.10.50.10.4最大

－0.6－0.51.7－0.32.0－0.2－0.21.10.01.2－0.1－0.10.3－0.10.3最小
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付表３

腿肉歩留（％）胸肉歩留（％）

週齢差前年差８Ｗ前年差７Ｗ週齢差前年差８Ｗ前年差７Ｗ年度

22.717.583

0.122.80.117.684

－1.521.30.818.485

－0.420.9－2.116.388

0.521.4－1.015.389

－2.019.40.315.690

－0.119.30.115.791

1.020.30.916.692

0.220.50.016.693

0.220.70.917.594

0.120.80.217.795

0.221.0－1.116.696

－0.620.41.518.197

－0.320.1－0.417.798

1.221.30.318.099

－0.420.9－0.117.900

0.1－0.520.420.30.11.319.219.101

0.10.921.30.921.20.60.619.80.119.202

0.7－0.121.2－0.720.50.0－0.219.60.419.603

0.50.121.30.320.8－0.3－1.518.1－1.218.404

－0.6－0.920.40.221.00.0－0.217.9－0.517.905

1.80.821.2－1.619.4－0.80.418.31.219.106

－0.1－0.420.81.520.91.42.420.70.219.307

0.10.120.9－0.120.81.2－0.819.9－0.618.708

1.81.422.3－0.320.51.00.620.50.819.509

0.50.020.90.020.60.40.117.90.019.0平均

1.81.422.81.521.21.42.420.71.219.6最大

－0.6－2.019.3－1.619.4－0.8－2.115.3－1.217.9最小

付表４

腿肉重量（ｇ）胸肉重量（ｇ）正肉歩留（％）

週齢差前年差８Ｗ前年差７Ｗ週齢差前年差８Ｗ前年差７Ｗ週齢差前年差８Ｗ前年差７Ｗ年度

93.8671.6577.768.9612.5543.60.343.643.301

116.07.9679.5－14.2563.5137.135.0647.5－33.3510.30.71.545.11.144.402

126.213.8693.23.5567.070.2－35.2612.331.8542.11.1－0.244.9－0.643.803

115.5－27.8665.4－17.1550.052.9－72.9539.4－55.6486.50.0－1.643.3－0.543.304

78.1－57.5607.9－20.1529.891.63.9543.3－34.9451.6－0.4－1.441.9－1.042.305

145.835.5643.4－32.2497.683.129.7573.038.3489.92.73.245.10.142.406

85.57.8651.268.2565.8125.775.1648.132.5522.51.10.245.31.844.207

91.512.9664.16.9572.6114.1－19.2628.9－7.6514.81.5－0.544.8－0.943.308

166.7120.0784.144.8617.4127.885.4714.371.7586.53.22.647.40.944.209

113.214.1673.45.0560.296.812.7613.25.4516.41.10.544.60.143.5平均

166.7120.0784.168.2617.4137.185.4714.371.7586.53.23.247.41.844.4最大

78.1－57.5607.9－32.2497.652.9－72.9539.4－55.6451.6－0.4－1.641.9－1.042.3最小


